
大
同
法
に
お
け
る

「
留
置
米
」

「
徐
米
」

「
儲
置
米
」

概
念
の
検
討

___L.，. 

/'. 

反

豊

田

一一四
は

じ

め

に

「
留
置
米
」
と
「
徐
米
」

「
儲
置
米
」
概
念
の
成
立
と
地
方
財
政
に
お
け
る
大
同
法
の
愛
質

む

す

び
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は

じ

め

(
1〉

十
七
世
紀
初
頭
か
ら
百
年
あ
ま
り
を
か
け
て
漸
次
朝
鮮
各
地
に
賓
施
さ
れ
た
大
同
法
は
、
貢
物
・
進
上
の
現
物
上
納
制
度
で
あ
る
従
来
の
い

(
2〉

わ
ゆ
る
貢
納
制
を
や
め
て
、
か
わ
り
に
一
結
あ
た
り
一
二
斗
の
税
率
で
徴
放
し
た
大
同
米
(
ま
た
は
そ
の
代
替
物
と
し
て
の
綿
布
や
銭
な
ど
)
で
そ

れ
ら
官
鹿
・
王
室
の
必
需
品
を
購
入
す
る
よ
う
に
し
た
制
度
で
あ
る
。
各
道
か
ら
王
都
漢
城
府
に
集
め
ら
れ
た
大
同
米
は
、
宣
悪
鹿
に
お
い
て

貢
人
と
よ
ば
れ
る
王
朝
政
府
公
認
の
貢
納
請
負
業
者
に
貢
債
と
し
て
支
給
さ
れ
、
貢
人
は
そ
れ
に
よ
っ
て
所
定
の
品
目
を
買
い
入
れ
て
期
日
ま

で
に
在
京
諸
官
臆
へ
納
め
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
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た
ん
に
貢
納
の
地
税
化
だ
け
を
一意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
各
種
の
径
役
や
身
役
の
一
部
が
や
は
り
貢
納
と

し
か
し
、
大
同
法
の
寅
施
は
、
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と
も
に
地
税
化
さ
れ
て
こ
の
制
度
に
包
揺
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
地
方
の
各
替
や
郡
勝
で
の
経
費
も
、
そ
の
大
半
が
大
同
米
を
財
源
と
し
て

賄
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
大
同
法
は
、
中
央
財
政
の
安
定
に
加
え
て
、
壬
辰
倭
凱
以
後
疲
弊
の
は
な
は
だ
し
か
っ
た
営
時
の
地
方
財

(
3
)
 

政
の
再
建
ま
で
も
目
指
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
大
同
米
は
そ
の
す
べ
て
が
中
央
へ
上
納
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
う
し
た

一
部
は
各
道
内
に
そ
の
ま
ま
留
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

地
方
官
臆
の
経
費
に
充
首
す
べ
く
、

と
こ
ろ
で
、
こ
の
、
各
道
内
に
留
置
さ
れ
る
分
の
大
同
米
に
閲
す
る
用
語
と
し
て
、
現
存
す
る
記
録
類
に
は
「
留
置
米
」

「徐
米
」

「
儲
置

米
」
の
三
種
が
み
え
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
こ
の
三
種
の
用
語
は
、
と
く
に
そ
の
内
容
や
質
瞳
に
劃
し
て
十
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ
な
い

占
J
F

古
」酢、

し
た
が
っ
て
そ
の
定
義
も
酸
味
な
ま
ま
、
各
研
究
者
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
な
用
い
ら
れ
方
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
う
ち
の
お
も
な
も

の
を
次
に
あ
げ
て
お
こ
う
。

①
中
央
上
納
米
に
劃
し
て
各
道
内
に
留
置
さ
れ
る
分
を
「
儲
置
米
」
と
稿
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に
地
方
の
各
官
鹿
所
要
の
「
管

・
官
需
」
と
そ

(
4〉

の
他
の
経
費
の
財
源
と
な
る

「一

般
儲
置
米
」
と
に
分
か
れ
て
い
た
。

②
中
央
上
納
米
に
劃
し
て
各
道
内
に
留
置
さ
れ
る
分
は
「
留
置
米
」
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
の
「
営

・
官
需
」
以
外
の
も
の
を

「儲
置
米
」
と

(
5
)
 

稽
し
た
。

③
中
央
上
納
米
に
劃
し
て
各
道
内
に
留
置
さ
れ
る
分
は
「
留
置
米
」
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
「
営
・
官
需
」
と
そ
の
他
の
必
要
経
費
を
除
い
た

(
6
)
 

「
徐
米
」
を
「
儲
置
米
」
と
稽
し
た
。
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④
中
央
上
納
米
に
射
し
て
各
道
内
に
留
置
さ
れ
る
分
は

「儲
置
米
」
と
よ
ば
れ
、
同
時
に
「
留
置
米
」

(
7〉

「齢
米
」
と
も
稽
し
た
。

以
上
の
諸
見
解
は
、

い
ず
れ
の
場
合
も
関
連
史
料
を
逼
し
て
の
論
誼
過
程
が
示
さ
れ
ず
、
ご
く
簡
単
に
結
論
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
こ
の
事
質
か
ら
も
、
そ
れ
ら
が
「
留
置
米
」

「
儲
置
米
」
の
一
一
一
種
の
用
語
そ
れ
自
瞳
を
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
得
ら
れ
た
も
の

で
な
い
こ
と
は
十
分
に
想
像
で
き
よ
う
。
た
と
え
若
干
の
記
録
に
依
援
し
て
は
い
て
も
、
漢
字
の
一
般
的
な
意
味
に
引
か
れ
て
多
分
に
恋
意
的

「
徐
米
」

な
解
四
梓
へ
流
れ
て
し
ま
っ
て
レ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
で
こ
と
足
れ
り
と
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
用
語
を
正
面



か
ら
取
り
上
げ
よ
う
と
し
た
研
究
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
皆
無
で
あ
る
。

こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、

い
ま
ま
で
こ
う
し
た
用
語
の
問
題
が
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
同
時
に
そ
れ
は
大
同
法
研
究
に
お
け
る
視
角
の
偏
り
を
端
的
に
一
示
す
も
の
で
も
あ
り
、
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
既
往

の
研
究
で
は
お
も
に
大
同
法
の
税
制
と
し
て
の
側
面
や
中
央
財
政
と
の
閥
係
と
い
っ
た
黙
の
み
が
注
目
さ
れ
、
地
方
財
政
と
の
関
係
や
そ
の
歴

史
的
意
義
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
現
肢
が
、
そ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
思
え
る
の
で
あ

〈

8
)
る。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
同
法
は
地
方
財
政
レ
ヴ
占
ル
で
も
大
き
な
改
革
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
、
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
中
央
へ
の

(

9

)

 

上
納
米
が
増
大
し
、
逆
に
各
道
内
に
留
置
さ
れ
る
分
が
減
少
傾
向
を
示
す
こ
と
は
事
賞
だ
が
、
少
な
く
と
も
賓
施
嘗
初
に
は
、
上
納
分
を
上
回

(
叩
)

る
多
額
の
大
同
米
が
地
方
に
と
ど
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
同
法
質
施
以
前
と
以
後
の
地
方
財
政
の
襲
容
、
さ
ら
に
は
そ
の
後

い
ま
述
べ
た
研
究
の
現
肢
と
は
裏
腹
に
、
李
朝
後
半
期
の
財
政
史
を
理
解
す
る
う
え
で
の
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の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
の
寅
態
に
即
し
た
解
明
は
、

重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、

そ
こ
で
「
留
置
米
」

「徐
米
」

「
儲
置
米
」
の
三
種
の
用
語
の
問
題
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
地
方
財
政
に
関
連
す
る
大
同
米
を
指
す
も

の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
現
存
す
る
記
録
を
仔
細
に
検
討
し
て
い
く
と
、

そ
れ
ら
の
聞
に
は
明
ら
か
に
一
定
の
使
い
分

け
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
三
種
の
用
語
が
そ
う
し
た
大
同
法
に
お
け
る
い
わ
ば
法
制
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
大
同
法
の
賓
際
の
運
用
に
際
し
て
の
用
法
を
詳
細
に
検
討
し
、
そ
の
概
念
を
明
確
に
し
て

お
く
こ
と
が
、
大
同
法
と
地
方
財
政
と
の
関
係
の
賓
態
に
即
し
た
解
明
と
い
う
さ
き
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の
前
提
作
業
と
し
て
ど
う
し
て

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
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本
稿
執
筆
の
動
機
も
こ
こ
に
あ
る
。
す
で
に
私
は
、
別
の
論
文
に
お
い
て
「
留
置
米
」

討
し
、
中
央
上
納
米
に
劃
し
て
各
道
内
に
留
置
さ
れ
る
分
が
「
留
置
米
」
で
あ
り
、
こ
の
な
か
か
ら
「
営
・
官
需
」
を
含
む
園
政
運
営
上
の
重

「徐
米
」

「儲
置
米
」
の
一
一
一
種
の
用
語
の
概
念
を
検
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(

日

)

要
費
目
の
財
源
を
除
い
た
残
徐
が
「
徐
米
」
ま
た
は
「
儲
置
米
」
と
よ
ば
れ
た
、
と
い
う
結
論
を
得
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
と
き
は
、

そ
れ
ら
の
用
語
自
睦
を
論
文
の
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
わ
け
で
は
な
く
、
論
誼
も
不
十
分
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

そ
の
後
考
察
を
進
め
る
な

か
で
そ
の
と
き
の
結
論
に
一
部
修
正
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
問
題
意

識
に
立
脚
し
つ
つ
、
再
度
こ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
、
大
同
法
に
闘
す
る
各
種
規
定
の
篠
文
を
手
掛
か
り
に
し

て
「
留
置
米
」

「
絵
米
」

「
儲
置
米
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
用
語
の
概
念
を
検
討
し
、
と
く
に
「
儲
置
米
」
概
念
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
、

そ
の
背
後

に
地
方
財
政
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
大
同
法
の
饗
質
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
よ
う
と
思
う
。

「
留
置
米
」
と
「
飴
米
」

ま
ず
、

「大
同
事
目
」
に
依
援
し
な
が
ら
、
大
同
法
寅
施
聞
も
な
い
時
期
に
そ
れ
ら
の
用
語
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
た
か
を
検
討
す

-78 -

る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

「
大
同
事
目
」
と
は
、
各
道
に
大
同
法
を
寅
施
す
る
に
あ
た
り
、
所
管
官
聴
で
あ
る
宣
恵
膳
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
を
考
慮
し
て
制
定
・
刊

行
し
た
大
同
法
の
運
用
規
定
を
い
う
。
貫
施
初
期
に
お
け
る
大
同
法
の
内
容
を
今
日
に
停
え
る
史
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
現
存
す
る

大
韓
民
国
(
以
下
、
韓
国
と
略
す
)
ソ
ウ
ル
大
撃
校
附
属
園
書
館
歪
一
章
一
閣
所
臓
の
『
忠
清
道
大
同
事
目
』

(ロ)

四
〕
〉
と
『
全
南
道
大
同
事
目
』
(
穎
宗
四
年
三
六
六
三
〕
〉
が
あ
る
。

(
刊
日
)

題
す
る
文
献
が
架
賦
さ
れ
て
い
る
が
、

も
の
と
し
て
は
、

(
孝
宗
五
年
〔

一
六
五

ま
た
、

こ
の
ほ
か
韓
園
園
立
中
央
圃
書
館
に
も
『
嶺
南
大
同
事
目
』
と

こ
れ
は
さ
き
の
こ
書
の
よ
う
な

「大
同
事
自
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
英
租
朝
〈
一
七
二
四

(
M〉

l
七
六
)
の
こ
ろ
に
慶
向
道
監
替
で
ま
と
め
ら
れ
た
、
大
同
法
運
用
の
た
め
の
闘
係
記
録
の
謄
鋒
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
な
か
に

(
お
)

は
慶
尚
道
の

「大
同
事
目
」
で
あ
る
「
嶺
南
大
同
事
目
」
(
粛
宗
四
年
〔

一
六
七
八
〕
)
も
牧
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
も
参
照
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、

い
ま
こ
れ
ら
「
大
同
事
目
」
の
俊
文
を
一
覧
し
て
各
道
内
に
留
置
さ
れ
る
大
同
米
に
関
連
す
る
用
語
を
探
す
と
、

「
留
置
米
」
と



「
徐
米
」
の
二
つ
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
う
ち
「
留
置
米
」
と
い
う
用
語
の
概
念
は
、
次
に
引
く
俊
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
で
き
よ
う
。

A
①
本
道
の
田
結
、
姑
く
壬
辰
(
孝
宗
三
年
三
六
五
二
〕
、
引
用
者
註
)
の
政
租
敷
に
従
っ
て
之
を
計
れ
ば
、

則
ち
十
三
高
一
千
四
百
十
九
結

零
な
り
。
内
、
各
様
復
戸
六
千
六
百
七
十
三
結
を
計
除
す
れ
ば
、
貫
結
十
二
高
四
千
七
百
四
十
六
結
零
に
し
て
、
毎
一
結
米
十
斗
を
牧
せ

ば
、
則
ち
八
寓
三
千
一
百
六
十
四
石
零
な
り
。
内
、
京
上
納
米
四
寓
八
千
二
百
八
十
石
、
船
馬
債
三
千
九
百
六
十
二
石
、
本
道
留
置
米
三

いF
I
l
l閣

l
ーし際
l

高
九
百
二
十
ニ
石
零
で
あ
ら
せ
ら
る
ベ
し
。

(
『
忠
清
道
大
同
事
目
』
第
七
篠
)

則
ち
十
九
寓
八
百
五
十
五
結
零

A
②
本
道
の
団
結
、
姑
く
壬
寅
(
穎
宗
三
年
〔
一
六
六
二
〕
、
引
用
者
註
〉
の
時
起
敷
に
従
っ
て
之
を
計
れ
ば
、

な
り
。
内
、
各
様
復
戸
二
蔦
一
千
八
十
四
結
零
を
計
除
す
れ
ば
、
質
結
十
六
寓
九
千
七
百
七
十
一
結
零
に
し
て
、
毎
一
結
米
十
三
斗
を
牧
〈
是

せ
ば
、
則
ち
十
四
寓
七
千
一
百
三
十
四
石
零
な
り
。
内
、
京
上
納
米
六
寓
一
千
二
百
十
八
石
、
本
道
留
置
米
八
高
五
千
九
百
十
六
石
で
あ

自

費

〉

ら
せ
ら
る
ベ
し
。
(
『
全
南
道
大
同
事
目
』
第
九
篠
)

〈

段

〉

〈

是

白

乎

等

以

〉

A
③
回
結
は
、
歳
の
豊
凶
に
障
っ
て
盈
縮
同
じ
か
ら
ず
。
以
っ
て
一
概
に
式
を
定
む
べ
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
せ
ら
る
る
を
も
っ
て
、
姑
く
時
用

の
丁
巳
(
粛
宗
三
年
三
六
七
七
〕
、
引
用
者
註
〉
の
結
数
に
依
っ
て
磨
錬
す
れ
ば
、
則
ち
十
六
寓
八
千
七
百
四
十
二
結
零
な
り
。
内
、
各
様
復

戸
一
高
一
千
八
百
三
十
六
結
を
除
け
ば
、
寅
結
十
五
高
六
千
七
百
四
十
二
結
零
に
し
て
、
毎
一
結
米
十
三
斗
を
牧
せ
ば
、
則
ち
十
三
高
七

〈

是

白

千
四
百
五
十
二
石
十
四
斗
な
り
。
内
、
京
上
納
五
高
三
千
五
百
七
石
十
三
斗
、
本
道
留
置
八
高
三
千
九
百
四
十
五
石
一
斗
で
あ
ら
せ
ら
る

mv 
ベ
し
。

-79 -

(
「
嶺
南
大
同
事
目
」
第
八
篠
)

(
史
料
A
①
A
②
A
③
と
も
傍
線
部
分
は
吏
議
。

" 
〉
内
に
原
文
を
附
記
し
た
。
以
下
、
同
じ
)

み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
俊
文
で
は
「
京
上
納
米
」
の
封
稽
語
と
し
て
「
本
道
留
置
米
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、

「留
置
米
」
と
は
「
本
道
留
置
米
」
の
こ
と
で
あ
り
、
大
同
米
の
う
ち
王
都
漢
城
府
へ
上
納
さ
れ
ず
、
道
内
に
留
置
さ
れ
る
分
全
睦
を

指
し
て
そ
う
よ
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

451 

一方、

「
徐
米
」
に
閲
し
て
は
ま
ず
次
の
篠
文
に
注
目
し
た
い
。
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B
①
戦
・
防
・
兵
船
新
造
と
改
梨
、

〈
中
略
)
各
項
上
下
米
、
併
せ
計
る
に
二
寓
二
千
九
百
十
八
石
な
り
。

皆、

本
道
留
置
米
を
以
っ
て
計

減
す
る
も
、
徐
米
な
お
八
千
絵
石
有
り
。
此
を
以
っ
て
今
年
春

・
夏
・
秋
三
等
の
刷
馬
と
科
外
別
役
責
庫
之
資
と
篤
し
、

〈
是

自

問

川

〉

と
く
あ
ら
せ
ら
る
べ
し
。

不
足
無
き
が
ご

〈
『
忠
清
道
大
同
事
目
』
第
九
係
)

B
②
戦

・
兵
・
哨
ケ
虹
新
造
と
改
巣
、
(
中
略
)
海
運
判
官
紙
地
債
米
、
併
せ
計
る
に
三
高
七
千
七
百
三
十
二
石
零
な
り
。
皆
、

米
を
以
っ
て
計
滅
す
る
も
、
徐
米
な
お
四
商
八
千
一
一
白
人
十
四
石
零
有
り
e

此
を
以
っ
て
一
年
各
様
刷
馬

・
京
上
納
米
布
轍
運
船
馬
債
と

八

是

自

前

向

〉

不
足
無
き
が
ご
と
く
あ
ら
せ
ら
る
ベ
し
。

本
道
留
置

科
外
別
役
責
膳
之
資
と
局
し
、

(
『
全
南
道
大
同
事
目
』
第
二
篠
〉

B
③
戦
・
兵
船
新
造
と
改
巣
、

〈
中
略
)
倭
供
債
米
、
並
び
に
五
高
二
百
三
十
四
石
五
斗
な
り
。

皆、

本
道
儲
置
之
米
を
以
っ
て
計
滅
す
る

と
震
し
、

も
、
絵
米
な
お
三
蔦
三
千
七
百
十
五
石
十
一
斗
有
り
。
此
を
以
っ
て
一
年
各
様
刷
馬

・
京
上
納
米
布
験
運
船
馬
債
と
科
外
別
役
責
庫
之
責

〈
是

自

費

〉

不
足
無
き
が
ご
と
く
あ
ら
せ
ら
る
べ

し。

(
「
嶺
南
大
同
事
目
」
第
一

O
燦
)

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、

「徐
米
」
と
は
「
本
道
留
置
米
」

(
史
料
B
③
で
は
「
本
道
儲
置
之
米
」
と
あ
る
。
こ
の
黙
は
後
述
)

か
ら
い
く
つ
か
の
項
目

- 80ー

の
経
費
支
出
分
を
除
い
た
残
儀
部
分
を
指
し
て
い
る
と
み
な
し
う
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、

さ
ら
に
次
の
俊
文
に
よ
っ
て
も
置
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

C
①
牧
米
の
元
数
は
逐
年
其
の
時
起
敢
に
随
っ
て
逼
融
し
、
田
・
沓
毎
一
結
、
春
秋
各
五
斗
を
捧
じ
て
、
以
っ
て
京
外
一
年
之
用
と
掃
す
。

而
し
て
道
内
各
官
は
則
ち
一
年
藤
下
之
教
を
計
除
の
外
、
其
の
邑
の
大
中
小
残
を
分
か
ち
、
宜
し
き
を
量
り
て
徐
米
を
留
置
し
、
以
っ
て

〈
篤
自
乎
失
〉

各
項
刷
馬
と
科
外
之
役
と
に
麿
ぜ
し
め
ら
る
る
も
、

(
後
略
)

(
『
忠
清
道
大
同
事
目
』
第
六
傑
)

C
②
欣
米
の
元
数
は
逐
年
其
の
時
起
敢
に
随
っ
て
逼
融
し
、
田
・
沓
毎
一
結
、
春
秋
合
せ
て
十
三
斗
を
捧
じ
て
、
以
っ
て
京
外
一
年
之
用
と

矯
す
。
而
し
て
道
内
各
官
は
則
ち
一
年
雁
下
敷
を
計
除
の
外
、
其
の
邑
の
大
中
小
残
を
分
か
ち
、
宜
し
き
を
量
り
て
齢
米
を
留
置
し
、
以

〈
局
自
斉
〉

っ
て
各
項
刷
馬
と
科
外
之
役
と
に
麿
ぜ
し
め
ら
る
ベ
し
。

(
『
全
南
道
大
同
事
目
』
第
七
燦
〉

C
③
牧
米
の
元
教
は
逐
年
其
の
時
起
敷
に
随
っ
て
遁
融
し
、

回
・
沓
毎
一
結
、
春
秋
合
せ
て
十
三
斗
を
捧
じ
て
、
以
っ
て
京
外
一
年
之
用
と



信
用
す
。
而
し
て
道
内
各
官
は
則
ち
一
年
麿
用
之
教
を
計
除
の
外
、
其
の
ロ
巴
の
大
中
小
残
を
分
か
ち
、
宜
し
き
を
量
り
て
徐
米
を
留
置
し
、

〈局

白
調
月V

以
っ
て
各
項
刷
馬
と
科
外
之
役
と
に
臆
ぜ
し
め
削
剥
ぺ
し
。
(
「
嶺
南
大
同
事
目
」
第
五
傑
)

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
俊
文
で
は
、
「
本
道
留
置
米
」
の
な
か
か
ら
各
管
・
郡
勝
が
一
定
の
費
自
に
支
出
す
る
額
で
あ
る
「
一
年
雁
下
之

敷
」
ま
た
は
「
一
年
麿
用
之
敷
」
を
除
い
た
残
飴
部
分
が
「
飴
米
」
と
さ
れ
て
お
り
、
結
局
こ
れ
は
さ
き
の
史
料
B
①
B
②
B
③
と
同
じ
こ
と

を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
徐
米
」
は
、
各
郡
燃
に
そ
の
規
模
の
大
小
に
鷹
じ
て
配
分
さ
れ
、
各
種
の
刷
馬
債
(
民
聞
か
ら
の
馬
の

借
り
上
げ
費
〉
、
上
納
米
・
布
等
の
轍
運
船
馬
債
(
総
迭
費
用
〉
、
科
外
別
役
債
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、

「
飴
米
」
と
い
う
概
念
は
一
般
に
は
「
徐
っ
た
米
」
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
検
討
し
た
、

「
留
置
米
」
の
な
か
か
ら

定
の
経
費
支
出
分
す
な
わ
ち
ご
年
麿
下
之
数
」
を
除
い
た
費
儀
と
い
う
意
味
以
外
に
も
、
な
に
か
の
徐
り
の
米
を
指
し
て
そ
の
よ
う
に
帯
さ

れ
る
場
合
が
ま
っ
た
く
な
い
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
「
大
同
事
目
」
で
は
こ
の
用
語
が
そ
う
し
た
別
の
意
味
で
用
い
ら

れ
て
い
る
例
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
は
一
つ
の
歳
出
財
源
を
示
す
用
語
と
し
て
、
な
ん
の
説
明
も
な
く
車
濁
(お〉

で
、
あ
る
い
は
た
だ
頭
に
「
大
同
」
の
文
字
を
冠
す
る
だ
け
で
「
大
同
事
目
」
は
も
と
よ
り
各
種
の
官
撰
年
代
記
史
料
に
も
現
わ
れ
て
お
り
、

- 81ー

そ
う
し
た
用
い
ら
れ
方
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、

お
そ
ら
く
は
、
こ
の
時
期
「
徐
米
」
あ
る
い
は
「
大
同
儀
米
」
と
い
え
ば
、
そ
の
意
味
す
る

つ
ま
り
、
貫
施
初
期
の
大
同
法
に
お
い
て
「
儀
米
」
と
い
う
用
語
が
皐
濁
で
用
い

と
こ
ろ
が
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ら
れ
る
場
合
に
は
、

そ
れ
は
明
ら
か
に
一
定
の
意
味
を
も
っ
法
制
上
の
用
語
と
み
な
す
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
大
同
法
貫
施
初
期
に
は
、
中
央
へ
の
上
納
米
に
劃
し
て
各
道
内
に
留
置
さ
れ
、
地
方
で
の
各
種
糧
費

の
財
源
と
さ
れ
た
大
同
米
全
瞳
を
指
し
て
「
留
置
米
」
と
い
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
一
定
項
目
の
支
出
分
す
な
わ
ち
ご
年
麿
下

之
数
」
を
除
い
た
残
像
部
分
を
「
徐
米
」
と
稽
し
て
い
た
こ
と
、

の
二
貼
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、

「
大
同
事
目
」
に
は
「
儲
置
米
」
と
い
う
用
語
は
見
嘗
た
ら
な
い
。
例
外
と
し
て
、

さ
き
に
引
い
た
史
料
B
③
に
「
本
道

453 

儲
置
之
米
」
と
い
う
表
現
が
み
え
、
こ
れ
は
史
料
B
①
B
②
で
は
「
本
道
留
置
米
」
と
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
一
該
嘗
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
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と
を
も
っ
て
即
「
留
置
米
」
イ
コ
ー
ル
「
儲
置
米
」
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
史
料
B
③
の
表
現
は
「
儲
置
米
」
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
「
儲
置
之
米
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
れ
は
「
儲
置
」
し
た
米
と
い
っ
た
程
度
の
一
般
的
な
用
法
に
近
い
の
で
は

史
料
B
③
(
す
な
わ
ち

「嶺
南
大
同
事
目
」
)
を
牧
め
る
『
嶺
南
大
同
事
目
』
は
前
述
の
よ

う
に
後
代
、
英
租
朝
の
こ
ろ
の
謄
録
で
あ
り
、
謄
寓
の
際
に
錯
誤
を
生
じ
る
可
能
性
を
ま
っ
た
く
は
否
定
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
謄
寓
の
際
の

(

ロ

)

錯
誤
を
想
定
し
な
く
て
も
、
慶
向
道
で
は
大
同
法
が
質
施
さ
れ
る
と
と
が
決
定
し
た
の
が
粛
宗
三
年
(
一
六
七
七
)
、
「
大
同
事
目
」

の
作
成
が

(
M〉

そ
の
翌
年
と
、
比
較
的
遅
か
っ
た
酷
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
す
で
に
大
同
法
貫
施
嘗
初
か
ら

「留
置
米
」
を

「
儲
置
米
」
と
も
稽
し
て
い
た
と
す
る
こ
と
に
は
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
そ
う
で
な
い
に
し
て
も
、

「
大
同
事
目
」
に
は
い
ま
も
述
べ
た
よ
う
に
「
儲
置
米
」
と
い
う
用
語
は
見
首
た
ら
な
い
が
、

〈

mm〉

文
に
見
出
せ
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
一
つ
は
上
納
米
の
倉
庫
規
定
に
閲
す
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
各
郡
勝
が
戦
船
・
兵
船
の
建
造
・
改

(
却
)

製
の
た
め
に
「
留
置
米
」
の
な
か
か
ら
毎
年
所
定
額
を
積
み
立
て
る
こ
と
に
閲
し
て
の
も
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
「
留
置
米
」
と
直
接
関
係

た
く
わ

し
て
は
い
な
い
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
は
す
べ
て
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
儲
え
置
く
」
と
い
う
漢
字
の
字
義
に
基
づ
い
た
一
般
的
な
用

(

幻

)

法
と
み
な
す
べ
き
だ
ろ
う
。
ほ
か
に
「
嶺
南
大
同
事
目
」
第
九
僚
に
、
騨
吏
卒
牧
米
を
「
儲
置
之
数
に
補
用
せ
ら
る
ベ
し
」
と
あ
り
、
こ
れ
は

「
儲
置
」
と
い
う
表
現
な
ら
い
く
つ
か
の
僚

- 82ー

「
留
置
米
」
に
闘
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
他
の
例
と
や
や
趣
を
異
に
す
る
が
、
具
盤
的
に
な
に
を
指
す
の
か
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
し
こ
の
場
合
も
、
慶
尚
道
に
大
同
法
が
貫
施
さ
れ
た
の
が
他
の
道
に
比
べ
て
遅
か
っ
た
黙
を
考
慮
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

「
大
同
事
目
」
に
は
、

「
留
置
米
」
お
よ
び
「
除
米
」
に
関
連
す
る
表
現
と
し
て
「
儲
置
」
と
類
似
し
た
「
留
儲
」
と
い
う
の
も
み
え
る
。

た
と
え
ば
次
の
傑
文
な
ど
に
現
わ
れ
る
。

D
(前
略
)
嘗
年
十
月
よ
り
明
年
九
月
に
至
る
一
年
之
用
を
計
減
せ
し
後
、

八
篤
自
問
〉

式
と
震
剖
引
州

U
。
〈
『
忠
清
道
大
同
事
目
』
第

一
O
係
、
『
全
南
道
大
同
事
目
』
第
六
僚
)

E
①
(
前
略
)
列
邑
の
徐
米
、
必
ず
須
く
従
優
留
儲
し
其
不
時
之
用
に
責
す
ベ

L
。

其
の
徐
米
之
数
を
算
出
し
て
逐
年
一
該
邑
に
留
儲
し
、

以
っ
て
恒

常
時
一
年
の
所
除
、

幾
ど
高
石
に
至
り
、

一
年
刷
馬
と



科
外
之
役
と
に
牽
く
用
い
る
べ
か
ら
ず
。
毎
に
年
終
に
於
て
ま
た
徐
数
を
算
出
し
て
各
邑
に
舎
録
し
、
或
は
用
嘗
蓄
新
を
漏
し
、
或
は
掴

〈
篤

自

費

〉

緩
改
色
を
局
し
て
、
其
の
毎
年
の
徐
儲
を
以
っ
て
凶
年
依
縮
之
教
を
補
わ
る
べ
し
。
(
『
忠
清
道
大
同
事
目
』
第
七
九
篠
)

E
②
列
邑
の
儀
米
、
必
ず
須
く
従
優
留
儲
し
其
不
時
之
用
に
資
す
ベ
し
。
常
時
一
年
の
所
絵
、
高
有
儀
石
に
し
て
、
必
ず
し
も
科
外
之
役
に

量
く
用
い
ざ
る
が
ご
と
し
。
毎
に
年
終
に
於
て
徐
数
を
算
出
し
て
各
邑
に
舎
録
し
、
或
は
奮
を
用
い
て
新
を
蓄
え
、
或
は
耀
雑
改
色
し

〈
気

自

費

〉

て
、
其
の
毎
年
の
徐
儲
を
以
っ
て
凶
年
依
縮
之
数
を
補
わ
る
べ
し
。
(
『
全
南
道
大
同
事
目
』
第
七
二
係
、
「
嶺
南
大
同
事
目
」
第
六
四
僚
)

す
な
わ
ち
、
史
料
D
E
①
E
②
と
も
に
「
絵
米
」
を

「留
儲
」
す
る
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
史
料
C
①
C
②
C
③
の
「
留
置
」
に
割
腹
す
る
も

た
く
わ

「
留
め
儲
え
る
」
と
い
う
意
味
の
一
般
的
用
法
で
あ
り
、

の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の

「留
置
」

儲

「
留
儲
」
は
い
ず
れ
も
「
留
め
置
く
」

置
米
」
あ
る
い
は

「
大
同
儲
置
米
」
と
い
っ
た
法
制
上
の
用
語
と
は
無
縁
な
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、

「
儲
置
米
」
と
い
う
表
現
は
大
同
法
質
施
初
期
に
は
ま
だ
法
制
用
語
と
し
て
は
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
差
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
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「
儲
置
米
」
概
念
の
成
立
と
地
方
財
政
に
お
け
る
大
同
法
の
饗
質

そ
れ
で
は
、

「儲
置
米
」
と
い
う
用
語
は
い
っ
た
い
い
つ
ご
ろ
か
ら
用
い
ら
れ
始
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

官
撰
の
年
代
記
史
料
に
お
け
る
こ
の
用
語
の
初
見
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
『
備
漫
可
謄
録
』
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

今
六
月
十
三
日
、
引
見
の
時
、
櫨
曹
剣
書
金
佐
明
魯
す
る
所
、
南
漢
の
火
器
鋳
成
は
二
月
よ
り
始
役
し
、
今
五
朔
に
至
る
。
所
入
の
軍
匠

料
布
は
、
守
禦
鹿
よ
り
料
理
し
て
以
っ
て
給
す
る
に
、
今
則
ち
儲
え
る
所
絶
乏
す
。
遠
道
の
匠
人
を
畢
役
放
送
之
時
、
必
ず
嘗
に
賞
布
・

料
米
を
題
給
す
べ
き
な
れ
ば
、
則
ち
贋
州
所
在
の
宣
恵
鹿
儲
置
米
を
以
っ
て
、
四
五
十
石
を
限
っ
て
減
ぜ
ん
と
欲
す
。
而
し
て
徐
丁
木
五

同
も
亦
題
給
を
篤
す
は
何
如
、
と
。
上
回
く
、
依
っ
て
之
を
篤
せ
、
と
。

(
同
書
、
穎
宗
十
年
六
月
十
四
日
篠
〉
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こ
の
記
事
は
顕
宗
十
年
(
二
ハ
六
九
)
六
月
、

南
漢
山
城
配
備
の
火
器
鋳
造
作
業
に
使
役
さ

れ
る
匠
人
支
給
の
料
米
を
、
本
来
の
捻
嘗
官
鹿
で
あ
る
守
禦
鹿
の
在
庫
米
が
依
乏
し
た
た
め
に
南
漢
山
城
が
あ
る
贋
州
牧
の

「
宣
恵
膳
儲
置

み
て
わ
か
る
よ
う
に
、

躍
曹
剣
書
金
佐
明
が
、
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米
」
の
な
か
か
ら
捻
出
す
る
よ
う
上
啓
し
て
顛
宗
の
裁
可
を
得
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
記
事
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
「
儲
置
米
」
と
い
う
用
語
に
わ
ざ
わ
ざ
大
同
法
の
所
管
官
酷
で
あ
る
宣
恵
聴
の
名
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る

黙
で
あ
る
。
そ
の
お
か
げ
で
、

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
が
ま
ち
が
い
な
く
大
同
法
に
お
け
る
法
制
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
だ
が
、

ひ
る
が
え
っ
て
、
こ
う
し
た
表
記
が
な
さ
れ
た
理
由
を
考
え
て
み
る
と
、

そ
れ
は
「
儲
置
米
」
が
大
同
法
の
法
制
用
語

と
し
て
登
場
し
て
か
ら
ま
だ
日
が
浅
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

た
ん
に
「
儲
置
米
」
ま
た
は

こ
の
記
事
以
降
、

(

勾

)

「
大
同
儲
置
米
」
と
い

っ
た
表
現
で
こ
の
用
語
が
各
種
の
官
撲
年
代
記
史
料
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、

ノ
¥

お
そ
ら

「
儲
置
米
」
は
こ
の
願
宗
十
年
を
前
後
す
る
時
期
か
ら
用
い
ら
れ
始
め
た
も
の
と
推
測
で
き
よ
う
。

「儲
置
米
」
と
い
う
用
語
が
具
睦
的
に
な
に
を
指
し
示
す
の
か
が
次
の
問
題
と
な
る
。
右
の
記
事
で
は
、

所
在
」
と
さ
れ
て
お
り
、
す
な
わ
ち
そ
れ
が
前
述
の
「
留
置
米
」
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、

そ
こ
で
、

「
儲
置
米
」
は
「
贋
州

は
た
し
て
こ
の

「
儲
置
米
」
が
イ
コ
ー
ル
「
留
置
米
」
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
儲
置
米
」
と
は
「
留
置
米
」
の
あ
る
一
部
分
に
封
す
る
呼
稽
な
の
か
、

と
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こ
の
記
事
だ
け
で
は
い
ま
ひ
と
つ
剣
然
と
し
な
い
。

こ
の
貼
で
興
味
深
い
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
『
湖
南
鹿
事
例
』
(
純
租
朝
〔
一
八
0
0
1三
四
〕
)
が
そ
れ
で
あ
る
。

(お〉
臓
に
お
い
て
全
羅
道
に
お
け
る
大
同
法
貫
施
の
沿
革
や
そ
の
制
度
の
内
容
等
を
ま
と
め
た
記
録
で
あ
り
、
現
在
は
ソ
ウ
ル
大
事
校
附
属
国
書
館

(
担
)

査
章
閣
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
歪
章
閣
に
は
、
ほ
か
に
同
様
の
も
の
と
し
て
『
嶺
南
鹿
事
例
』
(
純
租
朝
)
と
『
江
原
聴
事
例
』
(
高
宗
二
十
年

(
お
)

〔
一
八
八
二
)
も
架
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
「
大
同
事
目
」
と
と
も
に
大
同
法
研
究
の
基
本
史
料
と
し
て
、
と
く
に

「
大
同
事
目
」
以
後

い
う
貼
に
な
る
と
、

こ
れ
は
宣
恵
鹿
内
の
湖
南

の
制
度
の
鑓
遜
を
知
る
う
え
で
重
要
な
史
料
で
あ
る
(
以
下
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
線
稽
し
て
「
事
例
」
と
よ
ぶ
〉
。

さ
て
、
そ
の
『
湖
南
聴
事
例
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

F
各
巴
之
一
年
用
下
、

量
を
参
り
て
数
を
分
か
ち
、
或
は
牧
租
を
以
っ
て
匝
劃
し
、
或
は
徐
米
を
以
っ
て
匝
劃
す
。

各
邑
之
一
年
用
下
、
多
寡
一
な
ら
ず
。
故
に
牧
租
磨
錬
の
時
、
其
の
遺
在
と
用
下
と
を
量
り
、
撒
を
分
か
ち
て
匝
劃
す
。
所
謂
除
米
は



即
ち
儲
置
米
な
り
。

(
後
略
〉

(
同
書

儲
置
曾
滅
候
)

す
な
わ
ち
、
こ
の
記
録
で
は
大
同
米
に
由
来
す
る
全
羅
道
内
各
種
経
費
の
財
源
と
し
て
「
牧
租
」
と
「
除
米
」
の
二
者
が
み
え
、
「
所
謂
飴

米
は
即
ち
儲
置
米
な
り
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
湖
南
鹿
事
例
』
が
編
纂
さ
れ
た
十
九
世
紀
前
牢
に
お
い
て
は

「
儲
置
米
」
と
「
飴
米
」

と
い
う
こ
つ
の
用
語
が
同
一
の
内
容
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
ま
ず
わ
か
る
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
、
そ
う
し
た
「
飴
米
」

H
「
儲
置
米
」
が
こ
の
史
料
F
で
は
「
牧
租
」
と
い
う
用
語
と
劉
立
的
に
用

い
ら
れ
て
い
る
黙
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
「
牧
租
」
と
は
、
漢
字
自
盟
の
意
味
や
史
料
F
の
文
脈
か
ら
推
し
て
、
嘗
年
度
に
徴
牧

さ
れ
た
大
同
米
を
指
す
と
理
解
し
て
よ
い
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
史
料
F
に
み
え
る
「
徐
米
」

H

「
儲
置
米
」
は
そ
れ
と
は
逆
に
嘗

た
く
わ

「儲
置
米
」
の
「
儲
置
」

が
「
儲
え
置
く
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
す

し
か
し
な
が
ら
、

年
度
に
徴
放
さ
れ
た
大
同
米
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

れ
ば
、

お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
各
郡
勝
に
そ
れ
以
前
か
ら
累
年
蓄
え
ら
れ
て
い
た
も
の
を
指
し
て
い
る
と
み
な
さ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
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て
こ
れ
は
、

さ
き
に
検
討
し
た
「
徐
米
」
の
概
念
か
ら
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
大
同
法
貫
施
初
期
に
お
け
る
「
徐
米
」
と
十

九
世
紀
前
半
の
『
湖
南
鹿
事
例
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
「
徐
米
」

H

「
儲
置
米
」
と
で
は
、
同
じ
「
徐
米
」
と
い
う
用
語
を
用
い
な
が
ら
も
そ
の

賞
瞳
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
、
別
の
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
同
法
質
施
初
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
年
に
徴
牧
さ
れ
た
大
同
米
は
中
央
へ
の
上
納
米
と
各
道
内
に
留
置
さ
れ

る
「
留
置
米
」
と
に
分
け
ら
れ
、

そ
の
「
留
置
米
」
の
な
か
か
ら
二
年
藤
下
之
数
」
を
除
い
た
残
蝕
部
分
が
「
徐
米
」
と
稽
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
こ
こ
で
の
「
一
年
腰
下
之
数
」
と
は
、
表
1
に
示
し
た
よ
う
な
費
目
の
経
費
に
充
賞
さ
れ
る
も
の
を
指
し
て
い
る
。
道
に
よ
っ
て
多
少
の
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お
お
ま
か
に
、
①
地
方
官
醸
の
公
用
経
費
や
観
察
使
・
守
令
等
の
公
私
生
計
費
な
ど
に

充
て
ら
れ
る
壁
・
官
需
、
②
郡
豚
レ
ヴ
ェ
ル
で
催
さ
れ
る
各
種
の
祭
杷
費
、
③
軍
事
関
係
費
、
④
進
上
調
達
費
、
⑤
土
貢
調
達
費
、
と
い
っ
た

王
朝
国
家
の
地
方
統
治
に
直
接
関
係
す
る
、
い
わ
ば
圏
政
運
営
上
の
重
要
費
目
で
あ
る
。

異
同
は
み
ら
れ
る
も
の
の
大
部
分
は
共
通
し
て
お
り
、

分
野
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ず
れ
も
、
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表1 r大同事目」にみえる「一年膝下之数」支出費目

『忠清道第大9傑同事目』 「全南道第大11傑同事目』 「嶺南第大10同1際事目」

監 ・兵・水管省需 監・兵・水省鐙需 監 ・兵・水管官昔需
管
各官官需，油 ・清 ・紙地 五倍7腎及軍官料米 五倍、持及軍官料米

p局品， 使客及監司支供 各官官需，油 ・清 ・紙地 各官債官需，泊 ・清 ・紙地等

需 使毛客及物監・紙司支地供，駕縞 ・
監物司爽等材債 ・紙地 ・駕橘・毛

祭S費E 

穆実祭幣自 ・牛踊 稗奨祭鳥・牛脆 穣実祭幣烏・牛腕領

祉稜 ・賜額書院幣吊 社稜 ・賜額雲院幣吊 社稜祭幣吊償

賜額書院幣烏等償

軍事関量
戦・防 ・兵船新造輿改奥 戟奥・兵 ・哨ケ紅新造輿改 戟兵・船兵船僚新造輿改契，戦 -
壬辰秩軍兵稿鎖

月課軍糠 ・寧器 月課軍器償

春秋習操時稿鎖債 月課軍糠

春秋習操時軍兵稿館債

進上小方好物紙自・綿甲紙胃 ・・ 油繋奄丸 ・ 進上方物 三膳名目・方朔物膳等・物債膳及端午物
朔膳

進
端午扇子

内密院薬材・ 育大竹僚
上 監司到界進上
調

工曹進上扇子

主皇
内弓房油物

費
内密院築材 ・育大竹

監司到界進上

宗廟薦新物謄

義盈庫細毛主音耳

軍器寺硝石債
土

向衣細硝院各石様等償席子・紫硯石・
貢

調 工曹紫硯石

逮 長輿庫各様席子償

費 繕工監藷磁債

奉常寺鳥海藻債

隠密司呉茶英償

そ ~項三朔米上刷下馬輿米上年引用各 慶基駁祭物及参奉椴僕債 倭供債の
海運剣官紙地債他

cu 
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表2 r大同事目」にみえる「徐米」交付の費目

『忠清道大同事目』 (倣)1u"全南道大同事目』 (候文)1r嶺南大同事目」 〈傑文〉

京J上酉納1)米布総運船馬 7，13 京債上納米布輪運船馬 11， 14 京上債納米布輪運船馬 10，13 

科外周j役債 7 科外別役債 11 科外別役債 10 

守令4膏瓜白満遁易時刷馬 37 守令債瓜涌遜易時刷馬 32 守令債瓜漏遁易時刷馬 27 

守語輔講E益軒習受由
36 

守入語講ム副品霊毒:等菌書重受詰型虫

33 

守主書輔雇購ラ議霊古軒富結里受聖由

28 

赦文刷時肌及馬兵償馬/債符資管去吏上校生番
38 
赦時文刷及刷馬兵債馬債符/賓管去支校上生番

35 
赦刷時文刷及馬兵債馬債符/管賓吏去校上生番

30 

京債納物上納刷馬・船 40 京納債物上納刷馬・船 36 京債納物上納刷馬・船 31 

(津船新進・改禦債〕 42 (津船新造・改禦領〉 38 津船新造・改禦債 33 

海造美加・設改兵興船債一隻改 46 

〈司賀火鳥箭類焔所豊入焔島火領E薬量移硫
42 

〈吻賞火箭ー聖焔所豊蛤入島火債著薬書野硫

36 

〈事号防念予品鵠開島信

47 

(1喫米竹〉刈著/取書爾時管重沙吉所格弘納稼4料椅詰
45 (各牧場牛馬牽軍債〉 40 

文武/試試所官該支供入雑物債物債 42 

(明竹米〉〉O著/j取書爾時鶴霊堂沙所格間納線制箭

49 (躍葬造墓軍債〕 43 
(済駒債州)場上所来捉牛牛馬馬及牽軍各

46 

各蕗菩議

48 

(済牧債州〉場上所来捉牛牛馬馬及牽軍各 51 
(躍葬造墓軍債) 47 

文/武試試官所支該供入雑物債物債 48 
(分軍養債馬〉牛/上(故納失時債〉牽 60 

(躍葬造墓軍償〕 52 

各霧司文書奴購島取買高席案組及案年封醐分婆文武/試試官所支該供入雑物物債債
53 

髄脅;債時宴

63 53 

各革審議

56 

(分軍養債馬)/牛上(故納失時債牽〉 68 各官守令喪需 66 

射砲線 67 

(分軍養債牛)/馬上(故納失時債牽) 74 築文債 73 

1) u"忠清道大同事目』では別枠で計上。

2)今年春夏秋三等刷馬債のみ。前年の冬三朔刷馬債は除外。

※ ( )は候文中に 「徐米」交付であるとは明記されていないが，そのようにみなし
うるもの。
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こ
れ
に
封
し
て
「
徐
米
」
は
ど
の
よ
う
な
費
目
に
支
出
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
前
掲
史
料
B
①

B
②
B
③
お
よ
び

C
①
C
②
C
③
で

は
各
種
の
刷
馬
債
や
上
納
米
布
等
の
験
運
船
馬
債
、
科
外
別
役
債
に
充
て
る
と
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
徐
米
」
の
用
途
は
こ
れ
の
み
に
と
ど
ま

る
も
の
で
は
な
く
、
衣
の
表
2
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
き
わ
め
て
多
種
多
様
な
費
目
が
「
徐
米
」
か
ら
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

(
m
m
)
 

た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
費
目
に
支
出
さ
れ
た
後
の
残

額
は
、
凶
年
時
の
不
足
補
填
米
と
し
て
各
郡
鯨
に
備
蓄
さ
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
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「大同事目」と「事例」の比較表3

三名目方物・物謄債の一部

端午方物・物謄債の一部

繋材債の一部

硝石掘取債の一部

白土・仇乙灰・水乙土等債

準献方物・席子債

1-- -~ -- - I 治時 |問
I 上下納船債

道向慶道

誕日進上油物償

兵営進上方物侵

害院幣吊

水陸軍習操時稿鎖米

羅全

A 

Aは. i大同事目」では 「一年態下之数」 に腐していたが 「事
例」では「徐米J= i儲置米」交付のもの。
Bは. i大同事目」では 「齢、米」 交付であったが 「事例」では

「枚租」または「新米」交付とされたもの。

ここでは. i事例」に支出区分が明記されているものだけをあ

げた。

※ 

※ 

※ 

れ
て
い
た
(
前
掲
史
料
E
①
E②〉。

す
な
わ
ち
、
大
同
法
寅
施
初
期
、

「
大
同
事
目
」
に
み
え
る
ご
年
麿
下
之

数
」
と
「
飴
米
」

は
と
も
に
首
年
度
の
大
同
米
(
「
留
置
米
」
)
に
属
す
る
も
の

で
あ
り
、
う
ち

二

年
麿
下
之
数
」
は
王
朝
国
家
の
地
方
支
配
と
密
接
に
結
び

附
い
た
重
要
財
源
で
あ
り
、

。。

一
方
の
「
徐
米
」
は
そ
の
他
の
雑
多
な
費
目
の
財

源
と
い
う
ふ
う
に
、

こ
の
雨
者
は
明
確
に
匿
分
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま

ず
、
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
が

「儲
置
米
」
と
い
う
用
語
の
出
現
以
後
は
、
こ
う
し
た
匝
分
が

か
な
り
陵
昧
に
な
っ
て
く
る
。
表
3
は
全
羅
道
と
慶
尚
道
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に

つ
い
て
、

そ
の
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
た
め
に
「
大
同
事
目
」
と
「
事

例
」
の
記
述
と
を
比
較
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

「
大
同
事
目
」
で
は
ご
年
膝
下
之
敷
」
に
属
し
て
い
た
が

「事
例
」
の
記
述

で
は
「
徐
米

L
U
「
儲
置
米
」
交
付
と
記
さ
れ
て
い
る
費
目
を

A
、
そ
の
逆
に

「
大
同
事
目
」
で
は
「
徐
米
」
交
付
と
さ
れ
て
い
た
が
「
事
例
」
で
は
「
牧



租
しー

ハ
『
嶺
南
腐
事
例
』
で
は
「
新
米
」
)
交
付
と
記
さ
れ
て
い
る
費
目
を

B
と
し
て
抜
き
出
し
て
み
た
。

B
に
属
す
る
費
目
が
一
つ
で
あ
り
、

こ
れ
を
み
る
と
、

全
羅
道
の
場
合
、

B
に
属
す
る
費
目
が
二 A 

に
属
す
る
費
目
が
四
つ
、

一
方
、
慶
尚
道
の
場
合
、

A
に
属
す
る
費
目
が
六
つ
、

つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
表
3
は
「
事
例
」
に
お
い
て
財
源
が
明
記
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
賞
際
に
は
こ
れ
以
外
に

も
一
一
該
嘗
す
る
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
表
3
に
は
現
わ
れ
な
い
が
、
全
羅
道
で
は
か
つ
て
船
債
と
と
も
に
「
能
米
」
交
付
で

い
っ
た
ん
「
政
租
」
交
付
に
改
め
ら
れ
た
の
ち
、
さ
ら
に
「
儀
米
」
日
「
儲
置
米
」
交
付
に
襲
わ
っ
て
い

あ
っ
た
山
郡
の
駄
債
(
馬
債
U

が、

『
湖
南
聴
事
例
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

る

山
郡
の
木
・
銭
の
上
納
駄
債
は
、
其
の
遠
近
と
姑
敷
を
計
り
て
磨
錬
し
、
新
奮
米
を
論
ず
る
こ
と
勿
く
牧
租
を
以
っ
て
劃
給
す
〔
今
則
ち

儲
置
米
を
以
っ
て
舎
減
す
〕
。
(
同
書
、
山
郡
駄
債
傑
)

，.....， 
「ー、

〕
内
は
割
註
を
示
す
。
以
下
、
同
じ
)
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こ
の
よ
う
に
、

「
事
例
」
で
は
大
同
法
貫
施
初
期
の
「
一
年
臆
下
之
敷
」
と
「
徐
米
」
と
い
う
匝
分
か
ら
は
み
出
す
費
目
が
い
く
つ
か
見
出

せ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
費
目
自
身
の
性
格
が
襲
化
し
た
た
め
に
支
出
さ
れ
る
財
源
が
襲
わ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
結
局
の
と

(
あ
る
い
は
「
新
米
」
)
と
「
徐
米
」

H

「
儲
置
米
」
と
い
う
匝
分
が
か
つ
て
の
「
一
年
麿
下
之
数
」
と

こ
ろ
、

「
事
例
」
に
お
け
る
「
牧
租
」

「
蝕
米
」
の
匿
分
と
は
別
の
基
準
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

「
牧
租
」
と
「
徐
米
」

H
H

「
儲
置
米
」
の
雨

者
を
匝
分
す
る
そ
の
別
の
基
準
と
は
、

さ
き
の
史
料
F
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
嘗
年
度
の
大
同
米
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
貼
に
あ
る
の

で
あ
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
大
同
法
貫
施
初
期
の
「
徐
米
」
と
後
期
の
「
徐
米
」

H
H

「
儲
置
米
」
と
で
は
、
そ
の
貫
韓
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も

の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
十
七
世
紀
の
後
半
に
な
っ
て
出
現
す
る
「
儲
置
米
」
と
い
う
用
語
は
、
嘗
年
度
の
大
同
米
で
は
な
く
そ
れ
以
前
か
ら
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各
郡
蘇
に
蓄
え
ら
れ
て
き
た
備
蓄
米
を
指
す
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
累
年
各
郡
勝
に
蓄
え
ら
れ
た
こ
の
「
儲
置
米
」
は
、
大
同
法
貫
施

初
期
に
は
嘗
年
度
の
大
同
米
か
ら
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
い
く
つ
か
の
費
目
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
。
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そ
れ
に
し
て
も
、

ど
う
し
て
十
七
世
紀
後
半
以
降
こ
の
よ
う
な
「
儲
置
米
」
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

換
言
す
れ
ば

「
一
年
膝
下
之
数
」

で
あ
れ

「徐
米
」
で
あ
れ
、

か
つ
て
は
首
年
度
の
「
留
置
米
」
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
た
多
く
の
費
目
の
債
米
が
、
ど
う
し

て
の
ち
に
こ
の
「
儲
置
米
」
交
付
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
「
儲
置
米
」
が
一
方
で
「
除
米
」
と
も
縛
さ
れ
た
理

由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
は
、

ま
ず
『
嶺
南
聴
事
例
』
の
次
の
記
録
を
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
。

以
っ
て
一
年
の
支
用
と
帰

す
。
而
れ
ど
も
毎
年
新
結
米
の
劃
給
之
数
は
五
寓
徐
石
た
り
〔
営

・
官
需
、
使
客
支
供
、
祭
享
踊
幣
、
進
上
方
物
、
輔
衆
材
、
土
貢
物
種
、

倭
供
債
二
斗
減
代
、
射
砲
娘
、
上
下
納
船
債
、
其
の
徐
一
高
八
千
蝕
石
〔
各
様
夫
・
刷
運
駄
債
、
東
莱
紅
土
支
放
、

牧
租
の
時
、
京
上
納
は
宜
し
き
を
量
り
て
磨
錬
し
、

其
の
徐
米
は
六
寓
八
九
千
石
を
限
り
本
道
に
留
儲
し
、

儲
置
等
の
需
用
〕
。

蕩
債
及
白
土

・
席
子
、
漂
倭
供
、
各
項
封
嚢
等
の
需
用
〕
、
或
は
欝
儲
・
常
賑
・
溜
留
等
の
穀
を
以
っ
て
添
劃
磨
錬
す
。
(
後
略
)

(同書、
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外
方
曾
減
、
儲
置
傑
)

こ
こ
に
み
え
る
「
其
の
飴
米
」
と
は
、

さ
き
に
わ
れ
わ
れ
が
検
討
し
た
大
同
法
貨
施
初
期
の
法
制
用
語
と
し
て
の
「
徐
米
」
で
は
な
い
。

「
其
の
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
た
ん
に
首
年
度
の
大
同
米
か
ら
「
京
上
納
」
を
除
い
た
「
飴
っ
た
米
」
を
意
味
す
る

に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
こ
の
よ
う
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
た
い
へ
ん
示
唆
的
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
嘗
年
度
の
大
同
米
か
ら
中
央
上
納
米
を
除
い
た
い
わ
ゆ
る
「
留
置
米
」

(
右
の
記
録
で
は

「新
結
米
」)
を
こ
の
よ
う
に
表
現
し
た
と

い
う
こ
と
は
、

『
嶺
南
臆
事
例
』
が
編
纂
さ
れ
た
十
九
世
紀
前
半
の
慶
尚
道
で
は
中
央
へ
上
納
さ
れ
る
大
同
米
が
激
増
し
、
結
果
と
し
て
地
方

留
置
額
が
す
で
に
そ
う
表
現
す
る
し
か
な
い
程
度
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
興
味
深

い
こ
と
に
は
、

大
同
法
質
施
初
期
に
用
い
ら
れ
た
「
留
置
米
」
と
い
う
用
語
は

」
の
時
期
に
な
る
と
文
献
に
ま
っ
た
く
確
認
で
き
な
く
な

る。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
う
し
た
表
現
の
う
え
で
の
獲
化
を
誼
す
る
か
の
よ
う
に
、
右
の
記
録
で
は
、
こ
の
時
期
、
本
来
は
六
高
八
九



千
石
程
度
で
あ
っ
た
嘗
年
度
の
留
置
額
は
五
高
石
に
減
少
し
、
そ
の
年
の
支
出
の
う
ち
の
一
高
八
千
石
徐
り
に
劃
し
て
は
「
蓄
儲
・
常
賑
・
漕

留
等
」
と
い
っ
た
別
途
の
財
源
が
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

(

幻

)

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
奮
儲
・
常
賑
・
漕
留
等
の
穀
」
の
う
ち
の
「
蕎
儲
」
と
い
う
財
源
は
、
嘗
年
度
の
「
留
置
米
」
の
費
目
の
一
つ
と
し
て

割
註
に
み
え
る
「
儲
置
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
嘗
年
度
の
「
留
置
米
」
か
ら
毎
年
一
定
額
ず
つ
を
「
儲
置
」
の
名
目
で
各
郡
牒
に
備

蓄
し
、
そ
れ
が
累
年
蓄
積
さ
れ
て
経
費
支
出
の
補
填
財
源
と
な
っ
た
も
の
が
「
奮
儲
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
大
同
事
目
」
に

あ
っ
た
、
「
齢
米
」
の
な
か
か
ら
雑
多
な
経
費
を
支
出
し
た
残
額
は
凶
年
時
の
不
足
を
補
填
す
る
た
め
に
各
郡
勝
に
備
蓄
す
る
、
と
い
う
候
文

(
前
掲
史
料
E
①
E
②
)
が
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
。
私
は
、
こ
の
毎
年
各
郡
豚
に
備
蓄
さ
れ
る
も
の
を
右
の
記
録
の
「
儲
置
」
に
、
そ
し
て
そ
の

累
年
の
集
積
を
「
奮
儲
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
嘗
初
こ
の
俊
文
は
、
あ
く
ま
で
「
徐
米
」
の
残

額
に
つ
い
て
の
扱
い
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
、
上
納
米
の
激
増
に
よ
っ
て
地
方
留
置
の
大
同
米
が
減
少
傾
向
を
示
す
朕
況

の
な
か
で
、
不
足
す
る
「
留
置
米
」
を
補
填
す
る
た
め
の
新
し
い
財
源
形
成
の
手
段
と
し
て
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
結
果
、
毎
年
の
新
規
備
蓄
米
が
右
の
記
録
に
み
え
る
よ
う
に
「
儲
置
」
と
い
う
正
規
の
支
出
費
目
の
一
つ
と
し
て
計
上
さ
れ
、
そ
う

や
っ
て
恒
常
的
な
「
留
置
米
」
の
補
填
財
源
が
「
蓄
儲
」
の
名
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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右
は
慶
尚
道
の
事
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
事
情
は
、
な
に
も
慶
街
道
に
か
ぎ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
全
羅
道
を

は
じ
め
同
じ
時
期
の
他
の
道
に
お
い
て
も
、
慶
尚
道
ほ
ど
の
多
額
の
不
足
を
生
じ
て
は
い
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
や
は
り
、
道
内
の
必
要
経
費
の

全
額
を
嘗
年
度
の
地
方
留
置
の
大
同
米
だ
け
で
賄
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
儲
置
米
」
と
い
う
用
語
は
、
こ
の
よ
う
な
地
方
の
財
政
賦
況
を
反
映
し
て
登
場
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
時
代
が
下
が

る
と
と
も
に
、
中
央
財
政
一
通
迫
の
た
め
に
嘗
年
度
の
大
同
米
に
占
め
る
上
納
米
の
割
合
が
増
大
し
、
そ
の
嘗
然
の
蹄
結
と
し
て
各
道
内
に
留
置

そ
れ
に
侵
食
さ
れ
て
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
各
道
で
は
か
つ
て
の
よ
う
に
す
べ
て
の
経
費

さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
留
置
米
」
は
、

463 

を
そ
の
年
度
の
「
留
置
米
」
に
の
み
依
存
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
り
、

お
そ
ら
く
十
七
世
紀
の
後
半
ご
ろ
か
ら
、

一
部
の
地
域
に
お
い
て
嘗
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〔大同法質施初期〕

(17世紀後牢以降〕

上納米

-・・ーーー・・・・ーーー

国1 大同米(留置米〕の運用方式の襲警質

表4 Ii奥地図書』所載の大同米内譲(抜粋)

道|郡豚|
時起因沓1)

|大同組2)I上品川儲長米 |
D 
A-B 

濡由 青陽 1.473結36負 1. 178石10斗 600石 454石13斗 問 10斗

洪州 6.383結8負8束 5. 106石7斗 3.548石5斗 2.825石11斗 1.558石2斗

全羅
光陽 2.005結74負5束 1.604石8斗 980石 1.553石3斗 624石8斗

高倣 1.630結97負3束 1.304石11斗 734石 1.452石 570石11斗

慶向
国城 3.418結49負3束 2.734石11斗 781石9斗 936石2斗 1.953石2斗

昌原 4.492結23負 3.593石11斗 2.000石 500石 1. 593石11斗

1)全羅道のみ「時起」と明記されず。

2) 時起田沓 x米12斗で表作成者が算出。 A~Dは升以下切り捨て。

- 92ー



年
度
分
の
大
同
米
は
あ
る
一
定
の
費
目
に
支
出
す
る
と
と
も
に
一
部
を
「
儲
置
米
」
の
名
目
で
各
郡
勝
に
蓄
え
、

年
蓄
え
ら
れ
て
き
た
「
儲
置
米
」
を
重
要
な
財
源
の
一
つ
と
し
て
利
用
す
る
よ
う
な
方
式
が
採
用
さ
れ
始
め
た
。

一
方
で
そ
の
よ
う
に
し
て
累

「
儀
米
」
の
一
部
を
凶
年
時

の
不
足
補
撲
の
た
め
に
備
蓄
す
る
と
い
う
「
大
同
事
目
」
の
規
定
を
新
財
源
形
成
の
た
め
の
手
段
に
轄
化
し
、
こ
れ
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
恒
常
的
な
補
填
財
源
を
確
保
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

「儲
置
米
」
が
ま
た

「除
米
」
と
も
稽
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
そ

れ
が
元
来
「
齢
米
」
に
起
源
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、

を
贋
げ
、
一
般
化
し
て
い
っ
た
。
以
上
を
園
示
す
る
と
、
園
ー
の
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
新
し
い
大
同
米
の
運
用
方
式
は
次
第
に
施
行
地
域

こ
の
よ
う
に
、

「
儲
置
米
」
と
い
う
用
語
の
出
現
は
、

そ
も
そ
も
地
方
財
政
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
大
同
法
自
身
の
一
定
の
嬰
質
に
起
因
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
中
央
へ
の
上
納
米
増
加
に
よ
っ
て
「
留
置
米
」
が
減
少
傾
向
を
示
す
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
は
地
方
で
の
大
同
米
の
運
用
の
仕
方
に
も
一
つ
の
獲
化
を
も
た
ら
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
貼
は
、
こ
れ
ま
で
ま
っ
た
く
指
摘
さ
れ

て
い
な
い
事
買
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
次
の
二
件
の
史
料
に
よ
っ
て
も
傍
誼
で
き
る
。
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英
租
四
十

一
年
(
一
七
六
五
)
ご

ろ
に
編
纂
さ
れ
た
『
輿
地
固
書
』

に

は

、

大

同

「
上
納
米
」
お

よ
び
「
儲
置
米
」
の
額
が
示
さ
れ
て
い
る
。
一
見
、
こ
の
「
儲
置
米
」
は
「
留
置
米
」
と
同
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
取
れ
る

が
、
寅
は
そ
う
で
は
な
い
。
表
4
は
こ
の
『
輿
地
固
書
』
か
ら
忠
清
・
全
羅
・
慶
向
の
三
道
中
の
二
郡
勝
を
抜
き
出
し
て
、
そ
の
己
卯
年
(
芙

ま
ず
、

各
郡
勝
ご
と
に
耕
地
の
結
負
数
、

租
三
十
五
年
〔
一
七
五
九
〕
〉
に
お
け
る
時
起
結
数
と
そ
こ
か
ら
算
出
さ
れ
る
大
同
牧
税
総
額
〈
A
〉
、
そ
れ
に
大
同
「
上
納
米
」
の
額
〈
B
)
と

「
儲
置
米
」
の
額

(
C
〉
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

A
か
ら

B
を
差
し
引
い
た
も
の

(
D
、
嘗
年
度
の
「
留
置
米
」
の
額
に
相
嘗
)

と
C
を
比
較
す
る
と
、

い
ず
れ
の
場
合
も
こ
の
雨
者
は

一
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、

C
が
D
よ
り
も
少
な
い
場
合
(
忠
清
道
青
陽
豚
・
皮
肉
道
固
城
蘇
・
昌
原
大
都
護
府
)
と
そ
の

そ
こ
で
こ
の
表
で
の

C
と
D
の
閥
係
は

逆
の
場
合
(
忠
清
道
洪
州
牧
・
全
羅
道
光
陽
豚
・
古
同
倣
豚
〉
が
あ
り、

ま
ず
前
者
で
あ
れ
ば

「
留
置
米
」
の
一
部
が
「
儲
置
米
」
に
充
て
ら
れ
た

465 

こ
と
ま
で
は
想
定
で
き
る
も
の
の
、

は
た
し
て
そ
れ
が

C
全
憧
な
の
か
、

あ
る
い
は
そ
の
一
部
分
な
の
か
が
、

い
ま
ひ
と
つ
は
っ
き
り
し
な
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「増補文献備考』所載の大同米内誇(抜粋〉

E 
A一(B+D) 

D 
質約

C 
儲置米

B 
本官所用

A 
吹米

5，235石22，482石

(米U
綿布1口7，7初O∞O疋
銭 3お5，20∞O雨

表5

5，235石8，177石2)35，894石1)

13，782石3斗20，205石18，630石94，383石3斗

計 61，971石幻

(米印 300石
綿布38，500疋

銭 77，000雨
1:全羅 19，415石32，064石20，018石149，800石

計 110，367石.)

(米岱
綿布67，4ω0∞O疋
銭 1臼34，80∞O雨

i慶尚 22，419石32，449石川 23，044石151，498石

計 96，630石田

1)税外復戸別収米978石を含む。

2)康州軍錦舎録米645石を含む。
3)換算率，綿布1疋=米6斗=銭2雨。

4)換算率，綿布1疋=米8斗=銭2雨。

5)公作米3，294石を含む。
6)換算率，綿布1疋=米7斗=銭2雨。

ぃ
。
し
か
し
後
者
の
、

C
が
D
よ
り
多
い
場
合
が
あ
る

」
と
か
ら
、
こ
の
年
の
「
留
置
米
」
か
ら
は

C
の
一
部

だ
け
し
か
充
賞
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま

り
こ
こ
で
の
「
儲
置
米
」
と
は
、
前
年
度
以
前
の
大

同
米
を
含
ん
だ
も
の
な
の
で
あ
る
。

次
に
、
『
増
補
文
献
備
考
』
巻
一
五
三
、
田
賦
考
一

三
、
大
同
こ
に
は
、
こ
の
十
年
後
の
英
-
組
四
十
五
年
の

大
同
牧
税
額
に
闘
す
る
記
録
が
あ
る
。

そ
こ
か
ら
京

畿
・
忠
清
・
全
羅
・
慶
向
の
四
遣
に
つ
い
て
必
要
な
部
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分
を
記
述
に
忠
買
に
抜
き
出
し
て
ま
と
め
る
と
表
5
の

よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
「
牧
米
」
と
あ
る
の
は
大
同
牧

税
額
全
鰻
の
こ
と
で
あ
り
、

の
首
年
度
の
「
牧
米
」
の
う
ち
各
郡
鯨
に
お
け
る
諸
経

「
本
官
所
用
」
と
は
、
こ

費
の
財
源
と
さ
れ
る
も
の
、

さ
き
の
史
料
F
に
み
え
た

「
牧
租
」
に
あ
た
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

「
寅
納
」

は
中
央
へ
の
上
納
米
で
あ
る
。「

牧
米
」
額
(

A

)

か
ら
「
本

官
所
用
」
額
(
B
〉
と
「
貫
納
」
額
(

D

)

を
差
し
引
い

こ
の
表
5
の
場
合
も
、

た
も
の

(
E
、
蛍
年
度
分
の
「
儲
置
米
」
の
額
に
相
嘗
〉
と



儲

「
儲
置
米
」
(

C

)

と
を
比
較
す
る
と
、
雨
者
は
京
畿
で
一
致
す
る
の
み
で
、
そ
れ
以
外
で
は

C
が
E
よ
り
も
多
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の

置
米
」
も
、
嘗
年
度
の
「
牧
米
」
か
ら
充
賞
さ
れ
る
額
以
外
〈
す
な
わ
ち
前
年
度
以
前
の
大
同
米
〉
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
京

畿
の
場
合
は
、
前
年
度
以
前
か
ら
蓄
え
ら
れ
て
き
た
「
儲
置
米
」
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
儲
置
米
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
前
年
度
以
前
か
ら
蓄
え
ら
れ
て
き
た
も
の
を
含
み
、
そ
れ
が
各
郡
鯨
の
重

要
な
財
源
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ま
さ
に
、
「
儲
置
米
」
と
い
う
用
語
が
大
同
法
貫
施
初
期
の
「
留
置
米
」
や

「
徐
米
」
と
は
ま
っ
た
く
別
の
次
元
の
も
の
で
あ
り
、
十
八
世
紀
の
牢
ば
に
は
、
す
で
に
地
方
で
の
大
同
米
の
運
用
方
式
が
寅
施
初
期
と
大
き

い
ず
れ
の
場
合
も
、

く
襲
質
し
て
し
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

四

む

す

び

「
徐
米
」

「
儲
置
米
」
の
一
一
一
種
の
用
語
を
め
ぐ
っ
て
論
を
展
開
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
述

- 95ー

以
上
、
本
稿
で
は
大
同
法
に
お
け
る
「
留
置
米
」

べ
て
き
た
こ
と
は
、
次
の
三
貼
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
同
法
賓
施
初
期
に
は
、
中
央
へ
上
納
さ
れ
ず
に
各
道
内
に
留
置
さ
れ
る
大
同
米
を
綿
稽
し
て
「
留
置
米
」
と
い
っ
た
。
そ
し
て
こ
の

「
留
置
米
」
か
ら
園
政
運
営
上
の
重
要
費
目
の
財
源
と
さ
れ
る
「
一
年
鷹
下
之
数
」
を
除
い
た
残
像
部
分
を
「
徐
米
」
と
稽
し
、
こ
れ
は
各
郡

付
豚
に
配
分
さ
れ
て
各
種
の
刷
馬
債
や
上
納
米
・
布
等
の
職
運
船
馬
債
、
科
外
別
役
債
を
は
じ
め
と
し
て
多
種
多
様
な
費
目
の
財
源
に
活
用
さ
れ

た
。
ま
た
そ
の
残
徐
は
凶
年
時
の
不
足
補
填
の
た
め
に
各
郡
豚
に
備
蓄
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

t主

こ
れ
ら
の
二
種
の
用
語
と
は
異
な
り
、

「
儲
置
米
」
は
十
七
世
紀
の
後
半
ご
ろ
か
ら
法
制
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
嘗
時
そ
れ
は
ま
た
「
徐
米
」
と
も
稿
さ
れ
た
が
、
こ
の
「
儀
米
」

H

「
儲
置
米
」
は
嘗
年
度
の
大
同
米
で
は
な
く
、
累
年
各
郡

467 

鯨
に
蓄
え
ら
れ
た
も
の
を
指
し
た
。

同
開

お
そ
ら
く
十
七
世
紀
の
後
半
ご
ろ
か
ら
徐
々
に
始
ま
っ
た
地
方
財
政
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
大
同

こ
の
よ
う
な
「
儲
置
米
」
概
念
の
成
立
は
、
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法
の
鑓
質
に
起
因
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。
時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
て
中
央
へ
の
上
納
米
が
激
増
し
地
方
留
置
分
が
減
少
す
る
な
か
で
、
嘗
年
度

分
の
大
同
米
だ
け
で
は
地
方
の
必
要
経
費
の
す
べ
て
を
賄
え
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

「
除
米
」
中
の
一
部
を
凶
年
時
の
不
足
補
填
分
と
し
て

各
郡
勝
に
備
蓄
す
る
と
い
う
か
つ
て
の
規
定
が
新
財
源
形
成
の
手
段
に
特
化
さ
れ
、
こ
う
し
て
蓄
え
ら
れ
た
財
源
を
「
儲
置
米
」
と
稽
し
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
か
つ
て
の
「
徐
米
」
起
源
の
も
の
で
あ
る
た
め
に
そ
の
ま
ま
「
徐
米
」
と
も
稿
さ
れ
た
。

さ
て
、
冒
頭
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
既
往
の
大
同
法
に
関
す
る
研
究
で
は
こ
う
し
た
用
語
の
問
題
が
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は

ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、

こ
れ
ら
一
一
一
種
の
用
語
の
使
用
さ
れ
た
時
期
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
や
、

「
儲
置
米
」
概
念
の
成
立
の
背
景
に
、
買
は
右
に
述
べ
た
よ
う
な
大
同
米
の
運
用
方
式
を
め
ぐ
る
地
方
財
政
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
大
同
法
の
襲
質
と

い
う
事
買
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
完
全
に
見
過
ご
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
も
、
時
代
と
と
も
に
大
同
米
全
世
に
占
め
る
中
央

へ
の
上
納
分
が
増
加
し
、
逆
に
地
方
で
の
留
置
分
が
減
少
し
て
い
く
貼
は
し
ば

し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
本
稿
の
結
論
に
よ
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
朕
況
は
地
方
に
お
け
る
大
同
米
の
運
用
方
式
に
ま
で
影
響
を
お
よ
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ぼ
し
、
新
た
な
財
源
の
創
出
と
そ
れ
に
と
も
な
う
新
た
な
法
制
用
語
の
出
現
と
い
う
制
度
的
饗
質
を
大
同
法
に
も
た
ら
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し

か
も
、
本
稿
の
検
討
結
果
ど
お
り
「
儲
置
米
」
と
い
う
用
語
の
出
現
が
十
七
世
紀
後
牢
ご
ろ
の
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
大
同
法
は
京
畿
地
方
で
の

最
初
の
質
施
(
光
海
君
即
位
年
三
六
O
八
〕)
か
ら
牢
世
紀
あ
ま
り
で
、

少
な
く
と
も

一
部
の
地
域
に
お
い
て
は
嘗
初
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た

地
方
財
政
の
再
建
と
い
う
課
題
に
劃
し
て
新
た
な
形
で
の
封
躍
を
迫
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
「
儲
置
米
」
と
い
う
新
し
い
財
源
を
得
た
こ
と
で
、
結
果
的
に
各
郡
豚
の
大
同
米
由
来
の
歳
出
財
源
は
嘗
年
度
の
劃
給

こ
の
こ
と
が
地
方
財
政
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ

(お〉

の
か
と
い
う
貼
は
、
別
途
に
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
嘗
年
度
の
劃
給
分
と
「
儲
置
米
」
の
用
途
に
は
一
定
の
原
則
が
あ
っ
た
が
、
質

(
m
m
)
 

際
に
は
か
な
り
多
様
な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
録
も
見
出
さ
れ
る
。
本
稿
で

の
結
論
の
検
誼
も
あ
わ
せ
て
、
大
同
米
の
運

用
方
式
を
中
心
と
す
る
各
郡
勝
皐
位
で
の
財
政
構
造
の
貫
態
と
そ
の
後
動
過
程
の
考
察
が
次
な
る
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
が
、
そ
れ
に
つ

分
(
「
枚
租
」
)
と
こ
の
「
儲
置
米
」
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た。



い
て
は
別
の
機
舎
に
譲
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
た
だ
、

一
つ
の
問
題
提
起
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

註(
1
〉
大
同
法
が
施
行
さ
れ
た
の
は
京
畿
・
江
原
・
忠
清
・
全
羅
・
皮
肉
の

五
道
で
あ
る
が
、
成
鏡
・
黄
海
の
二
道
に
も
、
大
同
法
と
ほ
ぼ
同
一
範

噂
の
法
制
と
考
え
ら
れ
る
詳
定
法
が
行
な
わ
れ
た
(
の
ち
、
江
原
道
に

も
迫
設
〉
。
ま
た
卒
安
這
で
も
大
同
法
に
類
似
し
た
枚
米
法
が
寅
施
さ

れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
同
法
と
同
一
の
も
の
と
み
な
し
う
る

か
否
か
で
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
金
玉
根
『
朝
鮮
王
朝
財
政
史
研

究』

E
(
一
潮
閥
、
刈
。
宍
一
九
八
八
年
)
、
韓
栄
圏
「
大
同
法
判

質
施
」
(
園
史
編
纂
委
員
食
編
『
せ
号
斗
』
日
、
同
委
員
曾
、
ぺ
。言
、

一
九
七
八
年
〉
、
な
ど
を
参
照
。

ハ
2
)

貧
施
蛍
初
は
、
京
畿
・
江
原
道
が
一
占
ハ
斗
、
忠
清
道
が
一

O
斗
、
全

羅
・
慶
倫
道
が
一
一
一
一
斗
で
あ
っ
た
が
、
江
原
道
を
除
い
て
は
繍
宗
九
年

〈
一
六
八
三
〉
ま
で
に
一
二
斗
に
統
一
さ
れ
た
。
江
原
道
で
は
粛
宗
三

十
六
年
(
一
七
一

O
)
か
ら
、
地
域
に
よ
っ
て
一
二
斗
・
一
四
斗
・
一

六
斗
の
三
種
の
税
率
が
行
な
わ
れ
た
。

〈
3
)

安
達
義
博
「
十
八
J
十
九
世
紀
前
牟
の
大
同
米
・
木
・
布
・
銭
の
徴

枚
・
支
出
と
園
家
財
政
」
(
『
朝
鮮
史
研
究
曾
論
文
集
』
第
一
三
集
、

一
九
七
八
年
〉
、
金
玉
根
、
前
掲

『
朝
鮮
王
朝
財
政
史
研
究
』
皿
、
雀

完
基
「
大
同
法
貨
施
叫
「
影
響
」
(
『
園
史
館
論
叢
』
第
一
一
一
輯
、

泉
川
、
一
九
九

O
年〉。

(

4

)

金
玉
根
『
朝
鮮
後
期
経
済
史
研
究
』

年〉。
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(
瑞
文
堂
、
ぺ
O
T
』、

一
九
七
七

(

5

)

徳
成
外
志
子
「
朝
鮮
後
期
斜
。
貢
物
質
納
制
|
貢
人
研
究
剖
「
前
提

作
業
o
一
旦
|
」
(
『
歴
史
皐
報
』
第
一
一
一
二
一
瞬
、
ぺ
。
言
、
一
九
八
七
年
)
。

(

6

)

斡
栄
圏
、
前
掲
論
文
お
よ
び
金
玉
根
、
前
掲
『
朝
鮮
王
朝
財
政
史
研

究』

E
。

(
7
〉
田
川
孝
一
一
一
「
李
朝
後
半
期
に
お
け
る
地
域
社
舎
の
諸
問
題
」
(
昭
和

日
-
M
年
度
文
部
省
科
皐
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
『
李
朝
後

半
期
に
於
け
る
地
方
自
治
組
織
並
び
に
農
村
社
舎
経
済
語
集
の
研
究
』
、

一
九
七
九
年
〉
。

(
8
〉
近
年
、
地
方
官
麟
の
財
政
構
造
に
謝
す
る
震
設
的
研
究
は
急
速
に
進

み
つ
つ
あ
り
、
最
近
の
代
表
的
な
成
果
と
し
て
は
、
奥
永
数
「
朝
鮮
後

期
地
方
官
爵
財
政
斗
殖
利
活
動
」
(
『
皐
林
』
第
八
輯
、
延
世
大

皐
校
史
皐
研
究
舎
、
ぺ
O

言
、
一
九
八
六
年
〉
、
金
銭
丘
「
不
一
世
卒
一
オ

統
脇
田
穀
判
子
丞
斗
、
司
刈
」
(
『
釜
大
史
皐
』
第
一
一
一
一
一
斡
、
釜
山
、
一

九
八
九
年
)
、
同
「
不
一
位
一
一平

オ

統
脇田穀
司
会
場
必
川
町
」
〈
『
歴
史
闇
宇

報
』
第
一
二
四
輯
、
ぺ
。
言
、
一
九
八
九
年
〉
、
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
地
方
官
膝
濁
自
の
利
殖
活
動
す
な
わ
ち
還
穀
の
質
態

に
焦
黙
を
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
大
同
法
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て

い
て
も
ご
く
一
般
的
な
言
及
に
と
ど
ま
り
、
具
鐘
的
な
検
討
は
な
さ
れ

て
い
な
い
。

(
9
〉
安
達
義
簿
、
前
掲
論
文
お
よ
び
金
玉
根
、
前
掲
『
朝
鮮
王
朝
財
政
史

研
究
』

E
。
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(m〉
本
文
中
に
引
用
し
た
史
料
A
①
A
②
A
③
の
数
字
に
よ
れ
ば
、
寅
施

初
期
の
大
同
米
全
鰻
に
占
め
る
地
方
留
置
分
の
比
率
は
忠
清
道
が
約
五

一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
(船
馬
債
を
含
む
〉
、
全
羅
道
が
約
五
八

・
四
パ

ー
セ
ン
ト
、
皮
肉
道
が
約
六
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。

(
日
)
六
反
田
堕
「
『
嶺
南
大
同
事
目
』
と
庭
向
道
大
同
法
」
(
『
朝
鮮
皐

報
』
第
二
三
輯
、
一
九
八
九
年
〉
。

(
ロ
)
請
求
番
践
は
『
忠
清
道
大
同
事
目
』
が
「
1
5
9
4
」
、
『
全
南
道

大
同
事
目
』
が
「
1
5
5
6
」n

(
日
)
請
求
番
践
は
「
古
6
8
3
1
5
」《

(

M

)

六
反
田
盟
、
前
掲
論
文
。

(
日
〉
本
稿
で
は
、
慶
尚
道
の
「
大
同
事
目
」
の
み
を
指
し
て
い
う
場
合
は

「
嶺
南
大
同
事
目
」
と
表
記
し
、
こ
の
瞬
録
全
践
を
い
う
と
き
に
は

『
嶺
南
大
同
事
目
』
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。

(
叩
即
)
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
司
奴
稗
貢
案
及
び
年
分
文
書
・
牧
租
案
封
褒
の
柳
笥
・
草
席
・

〈

乙

良

〉

山

崎

候
所
の
諸
具
引
品
、
都
品
閏
官
の
大
同
徐
米
を
以
っ
て
給
債
措
備
な

自
乎
失
〉

劃
刻
刻
、
(
後
略
)
(
『
全
南
道
大
同
事
目
』
第
五
三
傑
)

司
諌
李
蕎
仁
、
康
津
に
在
っ
て
僻
職
を
陳
疏
し
、
且
つ
時
弊
を
陳

し
て
喜
怒
不
中
之
失
を
論
じ
て
日
く
、
(
中
略
〉
大
同
は
乃
ち
是

均
役
な
り
。
而
れ
ど
も
科
外
不
時
之
需
多
く
、
守
令
を
し
て
便
に

随
っ
て
料
理
せ
し
む
れ
ば
、
守
令
己
む
を
得
ず
姻
戸
に
侵
徴
し
、

姻
戸
之
役
、
苦
に
堪
え
ざ
る
有
り
。
若
し
大
同
徐
米
を
以
っ
て
繁

通
劃
給
せ
ば
、
則
ち
以
っ
て
久
し
く
行
え
ど
も
弊
無
か
る
べ
し
。

(
後
略
〉
(
『
穎
宗
改
修
寅
録
』
各
四
、
元
年
十
月
己
亥
〔
十
七

日
〕
篠
)

(
ロ
)
『
承
政
院
日
記
』
康
照
十
六
年
(
粛
宗
一
一
一
年
〉
八
月
二
十
三
日
僚
。

(
沼
〉
『
承
政
院
日
記
』
康
照
十
八
年
(
粛
宗
五
年
)
八
月
十
三
日
僚
の
吏

曹
剣
書
李
元
頑
の
建
議
中
に
、
「
上
年
(
粛
宗
四
年
、
引
用
者
註
)
嶺

南
大
同
事
目
磨
錬
時
」
と
あ
る
。

(
四
)
『
忠
清
道
大
同
事
目
』
第
五
篠
。
『
全
南
道
大
同
事
目
』
第
五
候
。

(
初
〉
『
忠
清
道
大
同
事
目
』
第
四
四
J
六
係
。
『
全
南
道
大
同
事
目
』
第

四
O
、
四
一
燦
。
「
嶺
南
大
同
事
目
」
第
一
一
一
四
、
三
五
僚
。

(
幻
)
騨
吏
は
復
戸
封
象
者
と
し
て
大
同
米
が
羽
目
税
さ
れ
る
給
復
田
を
支
給

さ
れ
た
が
、
大
同
税
牧
入
の
減
縮
を
防
ぐ
た
め
に
彼
ら
の
給
復
固
か
ら

は
一
結
あ
た
り
二
斗
の
米
を
徴
枚
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を

騨
吏
卒
牧
米
と
い
う
(
「
嶺
南
大
同
事
目
」
第
八
、
九
篠
)
。

(
幻
)
た
と
え
ば
、
『
備
迭
司
謄
録
』
粛
宗
元
年
八
月
十
五
日
・
九
月
二
十

三
日
・
二
年
十
月
二
十
六
日
・
十
一
年
九
月
五
日
の
各
候
な
ど
。

(
お
)
宣
恵
際
は
据
賞
す
る
職
掌
に
よ
り
京
畿
際
、
江
原
・
海
西
腰
、
湖
西

腹
、
湖
南
廊
、
嶺
南
勝
、
均
役
・
常
卒
・
賑
他
膝
の
六
勝
に
分
か
れ
て

お
り
(
『
首
問
機
要
覧
』
財
用
編
四
、
宣
恵
廊
各
項
事
例
候
)
、
湖
南
践
は

全
羅
道
の
大
同
法
を
管
掌
し
た
。

(
担
〉
請
求
番
抗
は
「
1
5
2
3
2
」内

(
お
〉
請
求
番
挽
は
、
『
嶺
南
廊
事
例
』
が
「
1
5
2
3
3
」
、
『
江
原
臆

事
例
』
が
「
1
5
2
3
1
」。

(
M
m
)

『
嶺
南
大
同
事
目
』
所
枚
の
「
迫
第
通
節
目
」
に
は
、
こ
れ
を
は
る

か
に
上
回
る
数
の
「
徐
米
」
交
付
の
費
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
六
反

田
盤
、
前
掲
論
文
参
照
。

(
幻
〉
こ
こ
に
み
え
る
「
常
賑
」
と
は
常
卒
勝
と
賑
佃
腐
が
そ
の
運
用
を
管

理
し
て
い
る
米
穀
で
あ
り
、
「
漕
留
」
と
い
う
の
は
「
除
留
米
」
の
こ
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と
で
あ
る
。
蛍
初
、
慶
筒
道
の
大
同
米
は
民
閲
の
地
土
船
を
借
り
あ
げ

て
船
債
米
を
支
給
し
、
王
都
漢
城
府
ま
で
総
迭
し
て
い
た
が
、
こ
の
方

法
で
は
弊
害
が
多
か
っ
た
た
め
に
英
租
朝
に
な
っ
て
官
船
漕
運
制
に
穂

換
さ
れ
た
。
そ
し
て
か
つ
て
の
船
債
米
は
駕
山
・
馬
山
・
三
浪
の
三
潜

倉
に
分
配
・
備
置
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漕
倉
の
運
営
経
費
に
活
用
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
除
留
米
」
で
あ
る
(
『
嶺
南

廓
事
例
』
漕
穂
、
設
倉
篠
〉
。

(
お
)
木
文
中
に
引
用
し
た
『
嶺
南
藤
事
例
』
外
方
曾
滅
、
儲
置
僚
や
、

『
首
問
機
要
覧
』
財
用
編
三
、
大
同
作
貢
僚
な
ど
を
参
照
。

ハ
mm
〉
た
と
え
ば
、
慶
尚
道
の
東
莱
都
護
府
に
お
い
て
そ
の
管
掌
事
務
に
関

す
る
規
定
を
ま
と
め
て
高
宗
五
年
(
一
八
六
八
〉
に
編
纂
さ
れ
た
『
東

莱
府
事
例
』
(
ソ
ウ
ル
大
皐
校
附
属
園
書
館
套
葦
閣
所
蔵
。
請
求
番
貌

は
「
4
2
7
2
」
内
『
韓
園
地
方
史
資
料
叢
書
9

(事
例
篇
2
〉
』
〔
駿

江
出
版
社
、
品
川
合
、
一
九
八
七
年
〕
所
枚
)
に
よ
れ
ば
、
東
爽
都
護
府

で
は
嘗
年
度
の
大
同
米
の
ほ
ぼ
全
額
が
府
内
に
留
置
さ
れ
、
そ
れ
ら
は

す
べ
て
「
儲
置
に
属
す
」
こ
と
、
つ
ま
り
「
儲
置
米
」
の
新
規
補
填
分

に
ま
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
(
同
書
、
賦
税
僚
〉
。
ま
た
同
記

録
で
は
、
一
般
に
は
営
年
度
の
大
同
米
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
官
需
米
等
に
つ
い
て
「
儲
置
よ
り
来
た
る
」
と
記
し
て
お
り
、
す
な

わ
ち
そ
れ
ら
は
奮
米
で
あ
る
「
儲
置
米
」
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
べ
き
規

定
で
あ
っ
た
(
同
書
、
舎
計
所
燦
〉
。
周
知
の
よ
う
に
、
東
帯
保
都
護
府

で
は
毎
年
大
量
の
国
税
お
よ
び
大
同
米
が
中
央
へ
上
納
さ
れ
る
か
わ
り
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に
い
わ
ゆ
る
倭
供
債
米
と
し
て
釜
山
倉
に
下
納
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
が
、
右
の
よ
う
な
大
同
米
の
運
用
は
、
そ
う
し
た
他
の
郡
豚
と
は

異
な
っ
た
東
莱
都
護
府
の
特
殊
事
情
と
も
関
連
す
る
問
題
と
し
て
興
味

深
い
。な
お
、
こ
の
黙
に
関
連
し
て
、
『
東
茶
府
事
例
』
で
は
「
儲
置
米
」

と
い
う
用
語
を
嘗
年
度
地
方
に
留
置
さ
れ
る
大
同
米
の
全
践
を
指
す
も

の
と
し
て
、
す
な
わ
ち
「
留
置
米
」
と
同
義
に
用
い
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ソ
ウ
ル
大
皐

校
附
廃
園
書
館
釜
章
閣
架
臓
の
、
高
宗
二
十
七
年
三
八
九

O
)
に
お

け
る
全
羅
道
内
各
郡
豚
へ
の
「
儲
置
米
」
配
分
額
を
列
記
し
た
記
録
で

あ
る
『
全
羅
道
各
邑
庚
寅
僚
大
同
儲
置
米
分
排
成
朋
』
(
請
求
番
続
は

「
1
9
5
2
4
」
)
に
よ
る
と
、
こ
の
年
の
各
郡
豚
へ
の
「
儲
置
米
」

配
分
額
は
も
っ
と
も
多
い
光
州
牧
・
南
原
都
護
府
で
四

O
O石
、
も
っ

と
も
少
な
い
稲
山
都
議
府
紘
一
寸
八
郡
豚
で
二

O
石
で
あ
り
、
全
羅
道
全
鐙

の
総
額
で
も
八

O
O
O石
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
の

「
儲
置
米
」
も
蛍
年
度
に
道
内
に
留
置
さ
れ
る
大
同
米
全
鐙
と
は
考
え

が
た
く
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
本
稿
で
検
討
し
た
財
源
と
し
て
の
「
儲
置

米
」
を
形
成
す
る
た
め
の
毎
年
の
新
規
補
填
分
を
指
し
て
い
る
と
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
大
同
法
に
お
け
る
「
儲
霞
米
」
は
、
高
宗

朝
の
こ
ろ
に
も
賞
年
度
地
方
に
留
置
さ
れ
る
大
同
米
全
盛
を
包
含
す
る

概
念
と
し
て
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
る
の
が
受
賞
で
あ
ろ
う
。
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mentioned transportation provisions were not applied, or where goods could

be carried over sea. In general, the transport over flatroads was more expen-

sive, about 13―26% than that by ship upstream, and 2.5 times than

downstream. The regulations prescribed the freight which the Govern-

ment had to pay, but the one paid by the private sector was apparently

even higher｡

　　

The Government paid 2.2 strings of copper cash for carrying goods

weighing approximate 60kg from Yangzhou 揚州to Bianzhou防州. This

illustrates how ｅχcessively high distribution/transport costs were, as ｃｏｍ･

pared with 40 or 50 cash, the average price of doumi 斗米(about 6 litres

of rice) in the provinces of Jiangnan and Huainan.　Such high costs due

to an undeveloped transport sector, formed one of the reasons why long-

distance circulation of commodities was prevented from coining into being･

Ａ STUDY OF THE TERMS OF‘YUCH'IMI 留置米,’‘YOMI

　　

饒米,'AND ‘CHOCH'IMI 儲置米’ＩＮTHE UNIFORM

　　　　

LAND TAX LAW （ＴＡＥＤＯＮＧＢＯＰ大同法）

　　　　　　　　　　　

ROKUTANDA Yutaka

　　

As a preliminary study into the specificrelations between the Uniform

Land Ｔａχ Law, put into force in the late Yi dynasty, and local govern-

ment finances, the author, in this paper, reflects on the three legislative

terms of‘yuch'imi,'‘yomi,' and ‘choch'imi.' They referred to the part of

taedongmi大同米not to be remitted to the central government but to be

stored in each do 道.

　　

゛Yuch'imi' was the general term　which referred to the portion of

taedongmi stored within the provinces.　　０ｎ the other hand,‘yomi' meant

the remainder of 'yuch'imi,' which had been left after deduction of the

expenses necessary for the dynasty to govern each province.　　It　was

divided among the kunhy6n郡蒜s to be appropriated for all sorts of

expenses, and ａ part of the‘y6ini' was also stored up for years of famine.

These terms were mainly used during the early period of the Uniform
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Land ＴａχLaw in force, in the firsthalf of the 17th century｡

　　　

The term 'ch6ch'imi' began to be generally used towards the latter

half of the 17th century. It was also being referred to as‘yomi,' but, in

this case, it implied the portion of taedongmi stored in the kunhyons in,

the years previous to ａ certain fiscalyear. The revenue from taedongmi

in ａ fiscalyear alone had become inadequate for the necessary expenditures

on local government level owing to the rapid increase of the amount of

taedongmi remitted to the central government and subsequent decrease of

the amount saved at local　level. It is probable that the part of the

former‘yomi' which had been expected to make up for the lack of revenue

in famine　years was turned into newly established regular resources.

This new resources were called‘yomi,' because its origin was the former

'yomi,' but they were also called‘choch'imi,' as it was stored for many

years.

　

Behind the term‘choch'imi' was the above-mentioned transforma-

tion of the Uniform Land ＴａχLaw at local level.
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